	小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　総括表　　　令和７年度


	法人名
	社会福祉法人
正清会
	代表者
	三好　正規
	
	法人・
事業所
の特徴
	同じ場所で顔馴染みの利用者と職員同士が、通いを中心に訪問や宿泊といった
支援により、継続的に関わる中で一人ひとりに寄り添い、気持ちに向き合い
暮らしの中に楽しみが見出せるよう支援いたします。
介護する者、介護される者の関係ではなく「共に生きる」事を目指します。

	事業所名
	多機能ホーム
遠波の里　白松苑
	管理者
	村田　妙雪
	
	
	


	出席者
	市町村職員
	知見を有するもの
	地域住民・地域団体
	利用者
	利用者家族
	地域包括支援ｾﾝﾀｰ
	近隣事業所
	事業所職員
	その他
	合計

	
	1人
	5人
	4人
	人
	人
	人
	人
	1人
	人
	11人


	項　　目
	前回の改善計画
	前回の改善計画に対する取組み・結果
	意見
	今回の改善計画

	Ａ．事業所自己評価の
確認
	外出支援やボランティアの受け
入れ、地域行事への参加を増や
していく。コロナ前の頃に戻す
	ボランティアの受け入れや
桜やコスモス見学など毎月　　外出支援を行っている
	目標を持ち取り組む様子が確認できている
	・今後も外出支援やボランティアの受け入れ等、継続して行う
・プライバシーへの配慮を心掛ける

	Ｂ．事業所の
しつらえ・環境
	今以上に入りやすい施設を目指す。（しつらえ、来苑可能時間の
お知らせ、広報にてイベントの告知、運営会議にてお知らせ）
	広報誌や運営会議にて活動報告を行い、外部に発信している。
定期的に清掃し清潔な環境を作つている。
	色々施設を見てきたが、日中は
規則で鍵を掛けてはいけない事になっているのではないか。鍵というのは門か玄関か分からない　　　　　　
	季節に合った飾りつけや定期的に清掃し環境整備に努める

	Ｃ．事業所と地域の
かかわり
	職員も地域のイベントや行事に
参加し地域との交流の機会を持つ
	11月にふるさと祭りに参加させて頂いた。
	運営会議にて色々な活動をされているのは分かるが、地域行事で利用者の方や職員を見かけなくなった
	感染防止し地域行事に参加し
利用者と地域が交流できる機会が持てるよう努める

	Ｄ．地域に出向いて
本人の暮らしを
支える取組み
	基本的な感染防止をし、ボランティアの受け入れや外出支援、地域との交流の機会を持つ

	ご利用者に楽しんでいただけるよう企画し取り組んだ
	地域交流や外出支援は、活動報告を見て分かる

	行事の充実やボランティアなど
利用者が楽しみや生きがいを持てるよう支援する

	Ｅ．運営推進会議を
活かした取組み
	運営会議にて、地域の方と交流し情報交換や意見を聞く
	徘徊対策や感染症への事業所対策等に関する事を会議の中で
ご説明させて頂いた。
	テーマを施設内の支援や委員の方が知りたい内容等、工夫が必要
	・運営会議の内容を工夫する
・地域の方と交流し情報交換や意見を聞く

	Ｆ．事業所の
防災・災害対策
	地域の防災訓練に参加する
防災訓練を実施し意識を高める
	年/2回定期的に訓練し防災意識を高めている

	安否確認の黄色い旗を出したなら、施設の中で避難しているという考え方が出来る。自宅避難と一緒の考え方。
	防災訓練を実施し意識を高める


